
省

令

第
六
条
第
一
項
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

東
京
都
の
区

の
存
す
る
地

域

町
田
市

国

立
市

大
阪

市

さ
い
た
ま
市

八
王
子
市

府
中
市

横
浜
市

川

崎
市

名
古

屋
市

豊
田

市

千
葉
市

大

津
市

京
都

市

堺
市

神
戸
市

奈

良
市

広
島

市

福
岡
市

仙
台
市

ひ

た
ち
な
か
市

宇
都
宮
市

甲
府
市

静
岡
市

津

市

泉
佐
野

市

札
幌
市

前

橋
市

小
田

原
市

富
山

市

金
沢
市

福
井
市

長
野
市

松

本
市

岐
阜

市

豊
橋
市

岡
崎
市

姫
路
市

和

歌
山
市

岡

山
市

北
九

州
市

長
崎

市

上
記
以
外
の

市
及
び
町

二
、
四
九
八

円

二
、
四
四
一

円

二
、
三
八
三

円

二
、
三
四
五

円

二
、
二
六
九

円

二
、
二
一
一

円

二
、
一
五
四

円

同
条
第
二
項
中
「
六
百
七
十
円
」
を
「
九
百
八
円
」
に
、「
五
百
三
十
三
円
」
を
「
六
百
五
十
円
」
に
改
め
、
同
条
第

三
項
の
表
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

旭
川
市

帯

広
市

北
見

市

札
幌
市

釧

路
市

網
走

市

函
館
市

青
森
市

盛

岡
市

秋
田

市

山
形
市

長
野
市

松
本
市

一
四
六
円

一
二
九
円

一
二
四
円

九
八
円

平成™›年œ月™Ÿ日 月曜日 第œŸ—Ÿ号官 報

〇
財
務
省
令
第
四
十
四
号

租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

（
平
成
二
十
四
年
政
令
第
百
五
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並

び
に
租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
二
年
政
令
第

四
十
三
号
）
第
五
条
の
四
及
び
第
二
十
七
条
の
五
の
規
定

に
基
づ
き
、
租
税
特
別
措
置
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
四
年
五
月
二
十
八
日

財
務
大
臣

安
住

淳

租
税
特
別
措
置
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

省
令

租
税
特
別
措
置
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
大
蔵
省

令
第
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
の
七
第
一
項
中
「
第
五
条
の
四
第
四
項
」を「
第

五
条
の
四
第
五
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
五
条

の
四
第
六
項
」
を
「
第
五
条
の
四
第
七
項
」
に
改
め
、
同

同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

被
保
護
者
が
、
そ
の
自
立
に
困
難
を
伴
う
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
相
当
の
期
間
、
第
二
項
の
額
に
、
被
保
護
者

一
人
一
日
に
つ
き
、
二
千
三
百
円
を
加
算
す
る
。

第
七
条
第
一
項
中
「
か
ん
が
み
」
を
「
鑑
み
」
に
、「
同
号
」
を
「
同
条
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
六
条
第
一

項
」
を
「
前
条
第
一
項
」
に
、
同
項
の
表
中
「
四
二
四
、
四
一
二
円
」
を
「
三
九
二
、
四
九
七
円
」
に
、「
四
一
三
、
六

八
一
円
」
を
「
三
八
二
、
五
七
七
円
」
に
、「
四
〇
二
、
九
五
〇
円
」
を
「
三
七
二
、
六
五
七
円
」
に
、「
三
九
五
、
七
九

六
円
」
を
「
三
六
六
、
〇
四
三
円
」
に
、「
三
八
一
、
四
八
八
円
」
を
「
三
五
二
、
八
一
六
円
」
に
、「
三
七
〇
、
七
五
七

円
」
を
「
三
四
二
、
八
九
六
円
」
に
、「
三
六
〇
、
〇
二
六
円
」
を
「
三
三
二
、
九
七
五
円
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中

「
第
六
条
第
二
項
」
を
「
前
条
第
二
項
」
に
、「
一
万
千
七
百
四
十
八
円
」
を
「
一
万
千
七
百
七
十
一
円
」
に
改
め
、
同

条
第
五
項
中
「
六
千
九
十
七
円
」
を
「
六
千
百
二
円
」
に
、「
千
百
二
十
六
円
」
を
「
千
百
二
十
七
円
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
中
「
第
十
二
条
」
を
「
第
八
条
、
第
十
三
条
、
第
十
四
条
、
第
十
六
条
」
に
、「
第
十
一
条
」
を
「
第
十
二

条
」
に
、「
及
び
第
九
条
」
を
「
、
第
八
条
及
び
第
十
条
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
八
条
と
す
る
。

第
十
三
条
の
見
出
し
中
「
職
業
訓
練
」
を
「
職
業
訓
練
費
」
に
、
同
条
中
「
の
実
施
」
を
「
を
委
託
し
た
と
き
は
、

こ
れ
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
六
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
薬
物
依
存
回
復
訓
練
費
）

第
十
七
条

薬
物
依
存
回
復
訓
練
を
委
託
し
た
と
き
は
、
こ
れ
に
要
す
る
費
用
の
支
弁
は
、
被
保
護
者
一
人
一
日
に
つ

き
八
百
七
十
九
円
と
す
る
。

第
十
二
条
の
見
出
し
中
「
巡
回
生
活
支
援
」
を
「
自
立
準
備
支
援
」
に
、
同
条
中
「
そ
の
宿
泊
場
所
を
巡
回
し
て
」

を
「
自
立
準
備
の
た
め
の
支
援
と
し
て
」
に
改
め
、
同
条
を
第
十
三
条
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
薬
物
依
存
回
復
訓
練
費
）

第
十
四
条

薬
物
依
存
回
復
訓
練
を
委
託
し
た
と
き
は
、
こ
れ
に
要
す
る
費
用
の
支
弁
は
、
被
保
護
者
一
人
一
日
に
つ

き
八
百
七
十
九
円
と
す
る
。

（
宿
泊
場
所
を
供
与
し
な
い
で
行
う
措
置
の
委
託
）

第
十
五
条

更
生
保
護
事
業
法
の
規
定
に
よ
り
更
生
保
護
事
業
を
営
む
者
そ
の
他
の
適
当
な
者
に
対
し
て
、
宿
泊
場
所

を
供
与
し
な
い
で
行
う
措
置
を
委
託
す
る
場
合
に
お
け
る
費
用
の
支
弁
に
つ
い
て
は
、
次
条
及
び
第
十
七
条
に
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

第
十
一
条
を
第
十
二
条
と
し
、
第
十
条
を
第
十
一
条
と
し
、
第
九
条
中
「
第
十
二
条
」
を
「
第
十
四
条
」
に
改
め
、

同
条
を
第
十
条
と
し
、
第
八
条
を
第
九
条
と
し
、
第
七
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
薬
物
依
存
回
復
訓
練
費
）

第
八
条

薬
物
依
存
回
復
訓
練
を
委
託
し
た
と
き
は
、
こ
れ
に
要
す
る
費
用
の
支
弁
は
、
被
保
護
者
一
人
一
日
に
つ
き

八
百
七
十
九
円
と
す
る
。

別
表
中
「
別
表
（
第
八
条
関
係
）」を
「
別
表
（
第
九
条
関
係
）」に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
更
生
保
護
委
託
費
支
弁
基
準
の
規
定
は
、
平

成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

〇
外
務
省
令
第
九
号

外
務
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
九
十
四
号
）
及

び
外
務
省
組
織
令（
平
成
十
二
年
政
令
第
二
百
四
十
九
号
）

を
実
施
す
る
た
め
、
外
務
省
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
四
年
五
月
二
十
八
日

外
務
大
臣

玄
葉
光
一
郎

外
務
省
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

外
務
省
組
織
規
則
（
平
成
十
三
年
外
務
省
令
第
一
号
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
四
条
（
見
出
し
を
含
む
。）中
「
ハ
ー
グ
子
奪
取
条

約
室
」
を
「
ハ
ー
グ
条
約
室
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
法
務
省
令
第
二
十
四
号

更
生
保
護
法
（
平
成
十
九
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
八
十
七
条
第
一
項
（
売
春
防
止
法
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百

十
八
号
）
第
三
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
み
な
し
て
適
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
基
づ
き
、
更
生
保
護
委
託
費
支

弁
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
四
年
五
月
二
十
八
日

法
務
大
臣

小
川

敏
夫

更
生
保
護
委
託
費
支
弁
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

更
生
保
護
委
託
費
支
弁
基
準
（
平
成
二
十
年
法
務
省
令
第
四
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
中
「
こ
の
省
令
の
」
の
下
に
「
次
条
か
ら
第
十
七
条
ま
で
に
」
を
加
え
る
。

第
二
条
中
「
第
八
条
」
を
「
第
九
条
」
に
改
め
る
。

第
三
条
第
五
号
中
「
措
置
」
の
下
に
「
。
た
だ
し
、
法
第
八
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
生
活
指
導
と
し
て
行
う
規

制
薬
物
等
に
対
す
る
依
存
の
改
善
に
資
す
る
訓
練
（
以
下
「
薬
物
依
存
回
復
訓
練
」
と
い
う
。）を
除
く
。」を
加
え
る
。
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